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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 7月 15日 (2005.7.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 芳 香 剤 含 有 ゲ ル マ ト リ ッ ク ス を 入 れ る た め の 空 洞 を 示 す 容 器 を 含 む ゲ ル 状 エ ア フ レ ッ シ
ュ ナ ー 装 置 で あ っ て 、 該 容 器 が 空 洞 へ の 空 気 の 導 入 及 び 空 洞 か ら 芳 香 剤 の 排 出 を 可 能 に す
る 開 き 口 を 有 し 、 そ し て 末 端 が ゲ ル マ ト リ ッ ク ス に 接 し て い て 、 ゲ ル マ ト リ ッ ク ス が 芳 香
剤 の 蒸 発 で 収 縮 す る に し た が っ て 互 い に 自 由 に 動 く 第 一 と 第 二 の 末 端 を 有 す る 、 前 記 ゲ ル
状 エ ア フ レ ッ シ ュ ナ ー 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 一 と 第 二 の 区 分 （ セ グ メ ン ト ） を 有 す る 容 器 を 含 み 、 各 区 分 が 側 壁 、 末 端 壁 そ し て 開
放 末 端 を 含 み 、 加 え て 第 二 の 区 分 は 側 壁 中 に 開 き 口 を 含 む 請 求 項 １ 記 載 の ゲ ル 状 エ ア フ レ
ッ シ ュ ナ ー 装 置 で あ っ て 、 １ つ の 開 放 末 端 は 、 区 分 が 芳 香 剤 含 有 ゲ ル マ ト リ ッ ク ス を 入 れ
る 空 洞 を 示 す よ う に 他 方 の 解 放 末 端 を 受 け 止 め 、 そ の ゲ ル マ ト リ ッ ク ス が 各 末 端 壁 に 接 し
、 区 分 は ゲ ル マ ト リ ッ ク ス が 芳 香 剤 の 蒸 発 で 収 縮 す る に し た が っ て 互 い に 縦 に 自 由 に 動 く
、 前 記 ゲ ル 芳 香 装 置 。 　
【 請 求 項 ３ 】
　 他 方 の 区 分 に 対 す る １ つ の 区 分 の 動 き が 、 ゲ ル マ ト リ ッ ク ス が 使 い 尽 く さ れ て い る 目 印
を 使 用 者 に 与 え る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 。 　
【 請 求 項 ４ 】
　 目 印 が 、 区 分 の 相 対 的 な 動 き の 結 果 と し て 見 え る よ う に な っ た り 、 又 は 見 え な く さ れ た
り す る 装 置 の 印 に よ っ て 与 え ら れ る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 。 　 　
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 容 器 は 一 般 的 に 円 筒 形 状 で あ っ て も よ い 。 従 っ て 、 第 一 区 分 は 開 放 末 端 の 円 筒 形 を 有 し
て も よ い 。 第 二 区 分 も 開 放 末 端 の 円 筒 形 を 有 し て も よ い 。 １ つ の 区 分 が 他 方 よ り 少 し 大 き
な 直 径 を 有 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 一 区 分 は 第 二 区 分 よ り 少 し 大 き な 直 径 で あ る こ
と が で き 、 そ の 場 合 第 一 区 分 の 開 放 末 端 が 第 区 分 を 受 け 、 そ し て 第 二 区 分 は 第 一 区 分 内二



を 自 由 に す べ る 。 容 器 は 一 般 的 に 円 筒 形 状 で 記 載 さ れ る が 、 当 業 者 は 区 分 の 自 由 な 動 き を
許 す な ら ば 、 装 置 が 他 の 幾 何 学 的 形 状 で 構 築 さ れ て も よ い と 理 解 す る で あ ろ う 。 本 装 置 は
基 本 的 な 幾 何 学 的 な 形 に 加 え て 一 般 的 な 発 明 概 念 か ら 離 れ ず に 他 の 奇 抜 な 又 は 美 し い 設 計
要 素 を 含 む こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ゲ ル マ ト リ ッ ク ス の 補 充 操 作 を 容 易 に す る た め 、 そ れ ら を 装 置 の 区 分 に 取 り 付 け 済 み で
補 給 し て も よ い 。 従 っ て 、 例 え ば 、 補 充 は 、 ゲ ル が 第 二 の 区 分 の 開 放 末 端 に 実 質 的 に く っ
つ い て い る よ う に 第 二 の 区 分 内 に 取 り 付 け 済 み ゲ ル マ ト リ ッ ク ス を 含 ん い て も よ く 、 そ
し て ホ イ ル シ ー ル が 使 用 前 の ゲ ル マ ト リ ッ ク ス を 保 護 す る た め に 付 い て い て も よ い 。 上 記
の よ う に 、 第 一 の 区 分 の 末 端 壁 は 第 二 の 区 分 の 接 近 を 許 す よ う に 取 り 外 し で き る 。 　
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ７ は 、 図 １ お よ び ２ で 示 さ れ た ゲ ル 状 エ ア フ レ ッ シ ュ ナ ー 装 置 の 変 形 を 断 面 で 示 し て
い る 。 特 に 、 図 ７ aは 装 置 の 第 一 の 区 分 を 示 し て お り 、 末 端 の 壁 （ ２ ） が 第 二 の 区 分 を 受
け 止 め る ち ょ う つ が い （ １ ８ ） に 乗 っ て 開 い て い る （ 図 ７ bを 参 照 )。 末 端 の 壁 （ ２ ） の 内
側 表 面 に は 、 ゲ ル マ ト リ ッ ク ス （ ７ ） を 支 え る た め に 付 け ら れ る 高 く し た 台 （ １ ５ ） が 付
い て い る 。 図 ７ bは 取 り 付 け 済 み ゲ ル マ ト リ ッ ク ス （ ７ ） を 含 有 す る 第 二 の 区 分 を 示 す 。
ゲ ル マ ト リ ッ ク ス を 第 二 の 区 分 の 開 口 末 端 を 覆 う 取 り 除 き で き る ホ イ ル （ １ ７ ） で 使 用 前
は 保 護 す る （ そ し て こ の 図 で は 区 分 か ら 取 り 除 か れ て 示 さ れ て い る ） 。 図 ７ cは 、 ホ イ ル
（ １ ７ ） を 取 り 除 き 、 第 一 の 区 分 の 開 口 末 端 （ ８ ） を 通 し て 突 き 出 し 且 つ 相 対 す る 環 状 の
縁 （ ５ 、 ６ ） に よ っ て 開 口 末 端 を 通 り す ぎ こ と が 防 止 さ れ る よ う に 第 二 の 区 分 を 第 一 の
区 分 に 挿 入 し て あ る 装 置 を 示 す 。 図 ７ dは 、 閉 じ ら れ 、 そ し て 土 台 と し て 働 く 末 端 の 壁 （
２ ） 及 び 高 く な っ た 台 （ １ ５ ） に 接 す る ゲ ル マ ト リ ッ ク ス （ ７ ） の あ る 使 用 で き る 配 置 に
１ ８ ０ 度 回 転 さ れ て 揃 っ た エ ア フ レ ッ シ ュ ナ ー 装 置 を 示 し て い る 。 図 ７ eは 、 ゲ ル マ ト リ
ッ ク ス が 使 い 尽 く さ れ た 状 態 の ７ dの 装 置 を 示 し て い る 。 　
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ２ 】

　  　 　 　  　 　 　  　 　 　  　 　 　  　 　 　
カ ラ ゲ ナ ン 　 　 　  　 　 　  　 　 　  　 　 2.5　
Crillet 4　 　 　  　 　 　  　 　 　  　 　 　 0.2　 　 　  　 　 　  　 　 　   　 　 　  
芳 香 剤  　 　 　  　 　 　  　 　 　  　 　 　  6.0　  
保 存 剤  　 　 　  　 　 　  　 　 　  　 　 　  0.1　
水 　 　  　 　 　  　 　 　  　 　 　  　 　 　  91.2　
ゲ ル を 以 下 の 製 法 を 用 い て 製 造 す る 。
　 水 の ３ ／ ４ を ガ ラ ス ビ カ ー 中 ５ ０ ℃ に 温 め る 。 こ れ に 、 カ ラ ゲ ナ ン を は げ し く 撹 拌 し
な が ら 加 え る 。 完 全 に 加 え た 後 、 混 合 物 を ３ ０ 分 で ９ ０ ℃ に 加 温 す る 。 次 い で 、 混 合 物 を
加 熱 源 か ら 取 り 除 き 、  Crillet 4を 撹 拌 し な が ら 加 え る 。 次 い で 、 残 り の 水 を 加 え 、 温 度
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を ７ ０ ℃ に 下 げ る 。 次 い で 、 芳 香 剤 と 保 存 剤 を 加 え 、 混 合 物 を 63-68℃ で １ ０ 分 間 均 一 に
す る 。 次 い で 、 処 方 物 を 直 ち に ゲ ル を 成 型 す る 適 当 な 鋳 型 （ 即 ち 、 作 ら れ た ゲ ル が 容 易 に
放 出 さ れ る 入 れ 物 ） に 注 ぎ 、 そ し て 冷 や し 、 凝 固 さ せ る 。 　
　 ゲ ル は 円 筒 又 は 円 錐 状 そ し て 計 ら れ た 寸 法 （ 高 さ ） に 成 型 さ れ る 。 円 筒 又 は 円 錐 の 両 方
の 作 品 で は 、 高 さ の 減 少 が ７ 日 間 で ５ ５ か ら ６ ３ ％ の 範 囲 で あ る こ と が わ か っ た 。 　 　
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